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第２回　四月十七日「歴史」
古代の医学心理学

ヒポクラテス　精気説

アリストテレス　「こころ」＝生命

ガレノス　体液類型説

近世哲学

デカルト　生得説、心身二元論

ジョン＝ロック　経験説、連合

感覚生理学

ヨハネス＝ミュラー　特殊経験説、エネルギー説

ボン=ヘルムホルツ　三色説、意識的推論

備考；教官はヘルムホルツを大天才とほめていたので要注意

心理物理学

E•H•Weber Weberの法則

G.T.Fechner 心理物理学的測定法

実験心理学

ヴィルヘルム＝ヴント　内観法、要素主義（精神を要素の集合と見なす）

ウィリアム＝ジェームズ　意識、注意機能主義

精神分析学

S•フロイト　汎性欲説、自由連想法、超自我と自我とエスのせめぎ合い

C•G•ユング　外向性と内向性、コンプレックス

ゲシュタルト心理学

M•ウェルムハイマー　運動視

W.Kohler  洞察、問題解決

J.B.Watoson  S-Rの結合（Stimula-Reaction）意識の介在無く行動がおこる、経験主義

B.F.Skinner オペラント、条件付け

認知心理学

Jean.Piajet 認知機能の発達段階説

G.A.Miller マジカルナンバー７＋２

N.Chomsky 生成法理論

U.Neisser

認知神経科学

Hubelan＆Wiesel 視覚神経応答

Sperry＆Gazzaniga 分離脳

第３回　四月二十四日「生理」
高校生物の内容。以下の用語をたよりに参考書を読みましょう！

ニューロン、神経系、脳(間脳、大脳、脳幹、中脳，橋)、延髄、小脳

）、大脳新皮質（灰白質、白質），回と溝、右脳と左脳の役割分担、分離脳、機能局在，膜電位（静止電位、活動電位）、シナプス伝達

第四回五月一日　「測定」
物理量：外界での量　心理量：心的体験の量

検出閾：例　光量　見えるか見えないかぎりぎりの物理量（光の強さ）

心理物理的測定法　恒常法•階段法

主観的等価点　標準刺激と同じに感じられる比較刺激の物理量（光の強さ）

弁別閾　標準刺激との違いがわかるかわからないかぎりぎりの物理量（光の強さ）の違い

ウェーバーの法則　高校生物の教科書（第一学習社）に載ってたはず。

弁別閾　ΔI;標準刺激I

ΔI=KI（K＝定数）

例；標準刺激が五十グラムのとき弁別閾は十五グラムだが、標準刺激が五百グラムのときは弁別閾五十グラム

フェヒナーの法則…ψ＝ｃ×logI
感覚量は刺激の対数に比例する(ψ＝感覚量)

　
スティーブンスの法則…感覚量の対数は刺激強度のべき乗に比例する。
logψ＝log a＋mlogI
マグニチュード測定法（感覚量の具体的な数値を推定させて測定する方法）をもちいる

第５回　五月八日　「知覚」
反射；外界の刺激に対する自動的な反応

全体野；目の全体をある色で覆い続けると無色に見えてくる

静止網膜像；完全に眼球が動かない状態では像は見えない。目を動かすことで像は見えてくる。

感覚遮断；すべての感覚を遮断すると頭が変になる。

視覚•聴覚

高校生物の眼球と耳の仕組みを復習しておきましょう！

体制化；数学的には必然性が無いのに、人間は適応的に行動するために勝手にまとまりのある形に解釈しようとする。

ゲシュタルト心理学（独•米）１９２０〜３０年代

「よい形」に解釈する傾向に脳はある

よい形で解釈…群化

最も単純な形にみようとする

恒常化；もののおおきさ、形は不変であると解釈する

例えば立方体の角度を変えた絵を見せると、立方体が変形したのではなく、立方体が回転したのだと考える。

明るさの恒常性

例えば照明がついてる状態でも、ついてない状態でも周囲との比較により白は白と思う。相対的に色を把握する。

エンメルトの法則；目に残る残像が近くにある手に映してみるよりも遠くの黒板に映してみるよりも小さく見える。これは網膜上にある像の大きさは同じだからである。

エｲﾑｽﾞの部屋
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壁に開けられた穴から覗くと、部屋の中に立ったり歩いたりする人が、上のように、その位置によって背が伸びたり縮んだりして見える。実は、その部屋は奥行きも高さも歪んだ構造になっている。穴から覗くと通常の部屋のように見えるが、逆に、部屋の中にいる人間が歪んで見えてしまう。
視覚と聴覚：視覚情報の情報に矛盾があるとき視覚優位の統合が起こる。

マガーク効果；口の動きとしゃべってることに矛盾があるとき、口の動きにあわせてしゃべっていることを判断してしまう。

視覚キャプチャー；声の音源が同一のスピーカーであるにもかかわらず、口が動いてる人物がしゃべっているように聞こえる。映画やアニメの手法。

知覚と運動；環境の中で適応的に行動

自発的運動＋感覚情報　アップデートが大切

視覚的断絶：床面が深く遠く見える高さ（約1m）に透明ガラスがおかれ、その向こうから母親が呼んだときに、乳児がその上にハイハイしていくかで奥行きを知覚しているかどうかを調べた。 →　6ヶ月児（ハイハイができるようになる頃）は行かない
ハイハイができないくらい小さい子どもを、そのガラスの上に寝かせようとしたときの心拍数の変化を調べた。 →　2ヶ月でも心拍数が増加し、奥行き知覚をしていることが明らかに

視覚的協応：　子猫のゴンドラ実験　Byヘルドとハイン 生後8から10週の子猫を縦縞模様の環境に1日3時間入れ、それ以外の時間はたの兄弟と共に暗闇の中にいる母親の元に戻した。一方の猫は、自分の脚で歩くことができるが、もう一方の猫はゴンドラに入れられており、自分で動ける方の猫が動くと同じ距離だけ動かされるようになっている。
その結果、ゴンドラを経験して大きくなった猫は、空間認知（奥行き知覚）や視覚誘導性行動がひどく劣っていることが明らかとなった。
→能動的に知覚しないとダメということが明らかに！

可塑性；視覚運動協応‥例えば成人に上下が逆転する特殊なゴーグルをかぶせて、歩かせると最初はふらふらだが、一週間もすると自転車にも乗れるようになる。このことから成人でも感覚の再学習ができるようになる。

五月十五日休講

第６回　五月二十二日　「認知」
奥行き手がかり…　網膜像は二次元であるにもかかわらず、奥行き次元を推定する必要がある☞複数の手がかり（大きさなど）の組み合わせで立体をみる

手がかりの例；目のレンズの厚さの調節、輻輳（ふくそう／両目の焦点が一点に集まること）、両眼性（左右の目の像角度のずれ）、単眼性、静止的か動的か？

物体認識　

＊部分に分けて記憶しようとする☞物体認識のプロセスとして記憶のひな形と照合しようとする

＊円柱理論　物を単純化して記憶しようとする　ヒエラルキーをもって細かく把握していく　例　指は円柱形だと把握

シナプス伝達

· 高校生物の知識

· 電気的に伝わるのではなく神経伝達物質で伝わる

· ATPが動力源

失認…物体の認識ができなくなる

· 「見る」と「わかる」は違う認知課程

視覚性物体失認

· 視覚はあるが、物体の認識はできない

例；模写はできてもそれが何かわからない。触って何かわかっても見てなにかわからない

半側空間無視

· 半分の空間をないがしろにする

例；模写すると左半分書かない

相貌失認

· 人の顔を見て、だれかわからない。人の顔だけ認識できない

補完（アモーダル補完）…かくれた物を自然と補って認知する

例（連続聴）；ある音を断続的に流し、その間隔に雑音を流すとなぜかある音がつながって流れ続けているのに雑音が邪魔して聞こえないように思ってしまう。[image: image2.jpg]e
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心的イメージ　

· 直接の感覚入力なしに心に思い浮かべる。目を閉じると思い浮かぶ

例（心的回転）；頭の中で立体を回転させることができる。ある立体を違う角度からみた図を被験者に見せる実験を行った場合、それら二つが同じ立体だと認識するのにかかる時間は立体の回転の角度に比例する。あたかも頭の中で立体を一定速度で回転させているかのよう。

例；ある島を上から眺めた図を被験者にみせその島のうえにある小屋を中心に見るよう指示する。すると、島の図に池があったかどうか被験者が覚えているかは小屋と池の距離に反比例する。

スキーマ（枠組み）…事物／事例についての知識であり、認識や行動のための「文脈」である。

· スキーマによる認識…推論の妨げ（機能的固着）／推論の助け（日常的演繹）となる。

例（ろうそく問題）；ろうそく、マッチ、マッチ箱、画鋲、ヒモを用いてろうそくをかべに固定するにはどうすればいいか？解＝マッチ箱の内箱を画鋲で壁に固定してその上にろうそくをたてればよい。だが、通常わたしたちはマッチ箱の内箱をろうそく立てに使おうという考えが思い浮かばない。わたしたちはマッチ箱の内箱はマッチをいれる物だというスキーマにとらわれている。

例（四枚カード問題）；「カードの片面が母音なら裏は偶数である」ということが真かを調べるのにはどのカードを裏返してみればよいか？

　　　　　K　A　４　５

解＝Aと５を裏返せば真偽はたしかめられる。

「母音の裏は偶数の対偶＝奇数の表は子音」だからである。しかしこういう実用性の無いゲームに置いて私たちはすぐに答えがわからない。

例（封筒問題）；「密封された封筒には五十円切手をはらなければならないが、密封されてない封筒には四十円切手でよい。」これが守られているか確かめるにはどの封筒を裏返せばいいか？

1． 切手面が裏になった密封されてない封筒

2． 切手面が裏になった密封された封筒

3． 五十円切手がはってあるのりしろ面が裏になった封筒

4． 四十円切手がはってあるのりしろ面が裏になった封筒
解＝２と４。

四枚カード問題と同じ要領。だがわたしたちは封筒問題のほうがはるかに解きやすい。日常性を帯びた問題の方が私たちは解きやすい。わたしたちはアルゴリズム（問題を解決する定型的な手法／技法。コンピュータなどで演算手続きを指示する規則）ではなく、ヒューリスティック的推論を行っているということである。

洞察…よく見通すこと

発見のメカニズム…準備期→孵卵期→啓示期（洞察）→検証期

これらのプロセスをへることで「みつけた！」という瞬間がある。

第７回　五月二十九日　「意識」
意識の三様相

意識とは…無意識（ねている、昏倒）で無い状態。脳波も強い。

三様相

覚醒…覚醒には生理学的現象（脳波の強さなど）により段階がある。

気づき…物を認識するには起きているだけではだめ。網膜上に映っていることでも意識していないことがある。

自意識…自分が自分である意識。

睡眠段階

覚醒　　　　β波（人間が起床中によくでる。集中しているときに高い。）が14〜30Hz

睡眠段階１　α波（リラックス時によくでる）が8〜13Hz　不規則徐波

睡眠段階２　低振幅徐波＋紡錘波

睡眠段階３　∂波（0.5〜3.5Hz）波がゆっくりしていて粗い

睡眠段階４　大振幅徐波　ゆっくりした波

rem睡眠　　睡眠しているにもかかわらず覚醒時の脳波に近い。睡眠段階１にも近い。

· 睡眠段階１→４に行くにつれて睡眠が深い。

· 睡眠段階４の次にremがくるときとこないときがある。

· rem睡眠（Rapid Eye Movement）…骨格筋弛緩、急速眼球運動、脳血流増加などの現象がみられる。哺乳類に共通してみられ、この時に夢を見ていることが多い。

· 睡眠段階：１→２→３→４→rem→１→２→３→４→rem→…を繰り返す

· ある複雑な課題を学習させる過程で睡眠を入れると課題をこなす能率があがる。このことから夢はトレーニングを脳に蓄える働きがあるのではないかと考えられる。

ナルコレプシー…睡眠段階を調節できないため突然発作的に寝てしまう病気。人間以外の動物にもみられる。

注意…一部を選んで注意を集中する

例；赤インクで書かれたRというアルファベットを探せ

緑で書かれたTという文字の中から赤字のRを探すのは容易

しかし赤字のTの中から赤字のRを探すのは困難

このとき視覚的探索において心の中の目が画面の一部に引き付けられている。

不注意…注意を向けていないと対象が変化しても気づかない

例；ボール遊びに熱中している被験者たちはゴリラの着ぐるみを着た乱入者の存在に全く気づかないことがある。

実行機能（exercise function）…ルールを意識して秩序立てて課題を遂行

例（Nバック課題）…数字の書かれたカードを表示していきN個前のカードと同じ数字が書かれたカードが表示されたらボタンを押すというルールの課題。自己秩序だてを行っている。

例（ウィスコシンカード分類課題）…色、記号、数字がそれぞれ四種類ずつあるカードを用意する。被験者はルールを知らないままカードを分類しようとする。実験者が色で分類するか記号で分類するか数字で分類するかを決め、被験者の分類があたっているかどうかを側でいう。それにより被験者は実験者が設けたルールを推理する。

例（ストループ課題）；

「インクの色を答えよ」といっても

Blue 

「ブルー」と答えてしまう。＊答えは「グリーン」

メタ認知

一次表象作用（認知）…事象を認知している

二次表象作用（メタ認知）…「事象を認知している」と認知している

· 乳児はメタ認知がない

心の理論…相手がどう考えているか自分がわかる。他者の心を理解する働き。三歳児以前にはできない。

例（誤信念課題）

サリーとアンがいる。サリーがかごにボールをいれ、立ち去る。アンはサリーがいない間にサリーのボールを箱に移し替える。戻ってきたサリーはボールを探すためかごと箱のどちらを探すか？

三歳児以前は他者の心が読めないので「かご」と答えられない。

第８回六月五日「学習」

学習：経験によって行動が変化

記憶：過去の経験の効果を保持

非連合学習
慣れ…繰り返し刺激を与えることで反応が減少する

例；アメフラシのえらに水のジェット噴射を当てるとえら引っ込め反射をおこすが、繰り返すうちにあまりひっこめなくなる。

鋭敏化…繰り返し刺激を与えることで反応が増加する

例；アメフラシに慣れが起こった所で尾部または頭部に電気刺激を与えるとえら引っ込め反射が大きくなる

連合学習（古典的条件付け）…学習の一形態。刺激の対呈示によって刺激間に連合が起こり反応が変容することである。パブロフの条件反射研究が元になっている。

無条件反応（UCR；Unconditioned Stimulus）…生体が本来持っている反応

例：犬が唾液を分泌
無条件刺激（UCS；Unconditioned Stimulus）…無条件反応を起こす刺激

例；犬にえさを食べさせる

条件刺激（CS；Conditioned Stimulus）…古典的条件付けに基づく刺激

例：犬に音を聞かせる。（学習成立後）
条件反応（CR；Conditioned Response）…古典的条件付けに基づく反応

例：犬が唾液を分泌（学習成立後）
例　パブロフの犬

UCS（えさ）→UCR（唾液分泌）

CS（照明）→反応なし

条件付け（学習）終了後

CS（照明）→CR（唾液分泌）

＊えさに唾液を分泌するというUCSと照明というCSを対呈示することでCRが形成された。

消去…学習により条件反応が形成されても、条件刺激を与えないうちに条件反応がなくなること

般化…同じような刺激に反応してしまうこと

例；ドを条件刺激と定めるが、ド♯にも反応してしまう

般化曲線…ドを学習音として定めると、ド♯など近い音にも条件反応を示すが音域が遠くなるにつれ反応が鈍くなる。ドを反応の頂点にして、音域が遠くなるにつれ反応緩やかになくなる、山型の曲線。

分化

例；700Hzの音がすると電気刺激を与え、3500Hzの音がした時は電気刺激を与えないという実験をする。被験者ははじめのうちは700Hzも3500Hzも弁別せずに、音一般が鳴ると冷や汗をかくという条件反応を示したがだんだんと700Hzの時のみ冷や汗をかくようになった。この音の高さを弁別できるようになったのが分化である。

オペラント条件付け…特定の行動に強化子（罰／報酬）を与えることで自発的な行動の変容見られる

ある行動→報酬→行動増加

ある行動→罰→行動減少

ある行動→無視→消去

例（スキナー箱）；箱の中にネズミをいれる。レバーを押すとえさ（報酬）が出るようにする。するとネズミは自然状態では考えられないほどレバーを押しまくるようになる。行動に対して強化が与えられるので、行動が条件付けに先立つ点で古典的条件付けと異なる。

強化スケジュール

固定感覚強化（FI）スケジュール…一定時間経過後の最初の反応に対し強化があたえられる。強化の時間頃に急激にのびる

例：学生の勉強（強化子は試験）

変動間隔強化（VI）スケジュール…設定した時間間隔が経過してから最初の反応に対して強化を与えるが時間感覚の設定は毎回変化する。ただしそれらの平均値は一定。常にほぼ一定の自発頻度で反応。

例：ポストを見る

固定比率強化（FR）スケジュール…一定の反応回数ごとに強化が与えられる。強化直後に一定期間の反応休止その後一転して強化が得られるまで高頻度で反応。

例：出来高払い

変動比率強化（VR）スケジュール…N回の反応に対して（Nは変動）強化を与える。
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＊上の図の通りVRの強化が最も効果的。これはパチンコの原理と同様である。

脳内自己刺激

例；ネズミがレバーを押せば脳内の『報酬系』を電気刺激する（強化子）とする。たとえレバー押しを千回して初めて電気刺激が与えられるようにしても、ねずみは病み付きになってえんえんとレバー押しをし続ける。

· 『報酬系』を刺激するとドーパミンが放出される。クスリと同じ

潜在学習…行動面に特別な変化が見られなくても、経験を通じて潜在的に生じる学習のこと

例；ネズミの学習において目標地点に報酬を置かずに何度も迷路を走る経験をすると報酬を置かれた時に迷路を走った経験の無い者より速やかに学習が成立する

技能学習…運動能力がトレーニングで熟練すること

認知（ルールの理解）→連合〜フィードバック（訓練）→自律〜プログラム（無意識にできるようになる）

第9回　六月十二日「記憶」

二重記憶モデル
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　短期記憶：数秒間だけ保持

長期記憶：数分〜数十年にわたって保持

上の図について。選択的注意とは授業で「符号化」という言葉を用いていました。転送も「符号化」という言葉を用いていました。

系列位置効果

1313教室内でやった実験例；ワンタンメン、カルボナーラ、ホットケーキ、てんぷらそば…などを列挙してあとでまとめて書き出させる。そして覚えていたメニュー名は列挙の前の方と後ろの方に集中していた。
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リスト形式で提示された材料を銘記・学習する場合、各項目のリスト内で各項目のリスト内でその項目の位置の影響を受ける。

初頭効果…リストの最初はリハーサル（復唱）の回数が多いので長期記憶に貯蔵されやすい。

新近効果…リストの後ろの方は短期記憶に入ったばっかりなので思い出せる

保持記憶…覚えたことは時間の流れに従って忘れる。

記憶容量

短期記憶：７±２チャンク（チャンクとは体制化された記憶の単位）

この‘７’のことをマジカルナンバーセブンという

長期記憶：無制限

感覚情報保存

部分報告：全体の中の一部を答える→７±２チャンクを超えて正答
例：
　　　　　　　　　　　　←１２チャンクある

ちょっと見せる→５０ミリセカンド後に「下段にあった文字を答えなさい」とか…割と正解する　
＊「短期記憶よりも前の段階で、非常に短い（数十ｍｓ）間保持される記憶がある！」

　→いわば「三重記憶モデル」
全体報告だと保持できるデータ量は頭打ちになってしまうが、部分報告だとより多く保持できる→数ミリ秒は感覚情報として保持できているから。

再認・再生・再学習

再認：「前にこれを見た」とわかる

再生：「前に見たものは何か」が言える

再学習：前よりも容易に学習できる

一般に再認は時間が経過してもかなり長く保持できる。再生は時間の流れとともに急速にできなくなる。

プライミング（priming）…以前見たものの認知的処理が促進される。先行する事柄が後続する事柄に影響を与える状況を指す。

例：PIGION  ANIMAL  TABLE  AUTOMOBILE  CAMERA

という文字群をさりげなく被験者に見せる。そのあと

A_I_AL   C_M_RA  という虫食い単語の穴埋めをさせる。するとさっきこの単語を見たことがあるので容易に答えがだせる。

海馬…大脳辺縁系にある組織。符号化に関与する。海馬が損傷を受けると古い記憶はあるが、新しいことは覚えられなくなる。

例；『博士の愛した数式』の博士。80分しか記憶が保持できない

シナプス可塑性…神経連絡は使うものほど強くなる。シナプスはよく使ってる所の回路は新たに出芽のごとく生えてくる（形態的可塑性）。

記憶の変容…記憶は後から作り替えられ、歪められる。

フラッシュバルブ記憶…重要な事件があった日に自分が何をしていたか鮮明におぼえているもの。たとえば９・１１のニュースが流れていた日に自分がなにをしていたか思い出せるでしょう。しかしその記憶はしばしば実際のところ前後の別の記憶とつなげてしまっていることが多い。

目撃者の証言…目撃者の証言は他人に「〜でしたよね？」などときかれているうちにその通りに変容する。記憶は吹き込める。
第10回　六月十九日「言語」

コミュニケーション行動

例

コオロギの求愛行動：羽を擦って鳴きメスをよぶ

鳥の鳴き声（歌）の表現

トゲウオの求愛行動；ジグザグダンス

ヒトの挨拶行動：出会った瞬間眉を六分の一あげる

類人猿のシンボル操作

チンパンジー

音声言語はだめ（声帯が人間ほど発達していない）、手話や図形記号の操作はできる

語彙がすくない、千語以下

文が作れない。人間の幼児は月齢とともに発話の長さ（文構造の複雑さ）は著しく発達するが、チンパンジーの発話の長さはすぐに伸び悩む

産出と理解

言語…人間に固有の通信機能

送信者：言語の産出　→→→→→→→　　受信者：言語の理解

　　　　音韻　　　　媒介：音響信号　　　音韻

· 送信者が発した音響信号を音韻（心の中で表象するもの）に変換して理解する

· 発音したものを単語として理解するということ

音声

声帯振動…調声器官での共鳴→特定の促音の強調…フォルマント

喉頭原音（喉から直接出る音）の音声スペクトル（成分ごとの大小に従って配列したもの）

低い音から高い音にかけてなだらかな山状に大きな音が発せられている。人間の声はいろいろな周波数の音が同時に出ている。ブロードバンド（広帯的）な音である。

音声スペクトログラム

図がなくてすいません。音声スペクトログラムとは縦軸を周波数とした平面上に各時間周波数に置けるエネルギーの強さを濃淡によって表現した音声の視覚的表現法の一つ。俗に声紋とよばれる。

語によって周波数の範囲が異なる。

だが、語によって音域はある程度異なる。例えば日本語の母音のaとoはやや重なっているだから機械によって物理的に音域によって人間の語を理解しようとしても失敗する。各個人ごとに音域は異なる。

音韻…音声信号のカテゴリー弁別→基本単位「音素」
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例１：1313教室内でのデモンストレーション。フランス語にはフランス語の音素がある。という説明ののち、「この歌はフランス語です。」と称して村上氏は『イェルケ・クク』なる歌を流した。我々一同はフランス語だと信じて聞いていたが実は清水ミチコというヒトの歌で、単に歌詞は‘九九’である歌だった。上図。ぜひ聞いてみる価値あり。

これは私たちはフランス語だと思って聞くとフランス語だと思い込むが、日本語だと思って聞くと、その音を日本語に再構成して理解して聞いているからである。

例２：ブッシュ米大統領とブレア英首相が並んで歩いている写真をディスプレイして村上氏は‘My answer is that a lot of international misunderstandings are still going on.’という台詞をアメリカ英語とイギリス英語で発音した。両者の発音はかなり違うが、我々はアメリカ英語とイギリス英語のそれぞれの音素に分解して違うフィルターで聞いている。

統語理解

文の理解のためには…要素間の関係(統語)の理解

統語の理解が困難な例

中央詰め込み文

例：黒い犬が灰色の鼠が黄色の蛇が白い猫がかわいいと感じたのを知ってると思った。

人間はこのSV関係がすぐに答えられない。人間はこの文を前から読んで理解しようとするので、先に出てきた主語をとりあえず、まず置いといて後から出てくる述語とつなげる。しかし、とりあえず置いといた主語が多いと短期記憶の容量の限界を超える。

例：The man who the woman who the students greeted criticized is a friend of mine.
袋小路文

例：黒い犬が灰色の鼠を食べた黄色の蛇に吠えた。

人間は前から文章を読むのでこの文を読んだ場合、「〜鼠を食べた」で文が終了したと思い込むのでその後にさらに文が続くと知った時SVの対応がわからなくなる。

例：The horse raced past the barn fell.

この文も同様に「〜barn」のところで文が終わったものと思ってしまう。

同音異義句

例文：かわいいネックレスをつけた女の子。

(1) かわいいネックレス＋女の子

(2) ネックレス＋かわいい女の子

二通りの解釈があり得る。

音律の手がかり

例文：あの牛の小屋

(1)[[あの牛の]小屋]

ア／ノウシノコヤ　と発音

(2)[あの[牛の小屋]]

ア／ノ　ウ／シノコヤ　と発音している

言語野と失語症

ブローカ野：脳左半球　下前頭回後部

　　　　　　ここが損傷すると運動失語症（言葉を発するのが失われる）？

ウェルニッケ野：左半球　上側頭後部

　　　　　　　　ここが損傷すると感覚失語症（言葉の入力不能）？[image: image7.jpg]0B





上図の運動性言語野＝ブローカ野　感覚性言語野＝ウェルニッケ野

言語相対性仮説

「認知の内容は言語の性質によって規定される」サピア＝ウォーフ仮説

実証的証拠は無い

つまり音韻の内容は言語に規定されるということ

例：英語では空を飛ぶ機械、空を飛ぶ生き物、空を飛ぶヒトを区別するが、ホピ語ではすべてMASA’YTAKAの一語で呼ぶ。

だが、英語ではピーマンも唐辛子もおなじpepperだが意識の上で区別をしている。必ずしも言語は認知を規定しているのでない。

第11回　六月二十六日「情動」

動機付けと情動

外界からの刺激に対して生活体が認知し、反応する

外界からの誘因に対して生活体が情動（期待）を持ち、動因により動機づけられた行動をとる

例：えさ（誘因）→→→おなかが鳴る（動因）

ホメオスタシス（恒常性）…身体状態を一定に保つ（体温、栄養、水分）．視床下部で制御

例：体温を下げる→肺で呼吸をあげる、血管拡張、発汗、

　　体温を上げる→脂肪を燃やす、血管収縮

イメージとしてはサーモスタット

摂食・飲水

摂食中枢　　　血糖値センサ　食欲・グリコーゲン分解促進　　

満腹中枢　　　血糖値センサ　食欲減退・グリコーゲン合成促進

水分調節中枢　浸透圧センサ　飲みたい・排尿抑制

食行動の心理的要因

知らないものは食べない（新奇恐怖）

食べてもおいしくなかったら二度と食べない（味覚嫌悪）

味覚嫌悪学習の例：ネズミにサッカリン溶液（甘い水）を飲ませる。一匹のネズミにはサッカリン溶液を飲ませた後に食塩水（無害）を注射する。もう一方のネズミには塩化リチウム（吐き気をもよおす）を注射する。前者のネズミはサッカリン溶液を飲み続けるが、後者は二度と飲まなくなる。

これは連合学習がたった一度の経験で成立する所で特色がある。

食べる量は認知的に決める．→満腹中枢に従うと食べ過ぎる

ストレス・意思・価値観の影響が大きい

例：ストレスがたまるとジャンキーな食べ物が食べたくなる

　　文化においてやせた女性がモテるなら女性は摂食行動を控える

基本的情動

環境の好悪判断→情動の主観的体験・行動

基本的情動
基本的情動の三つの用語

主観的体験の用語　　行動の用語　　生物学的機能の用語

恐れ　　　　　　　　逃走　　　　　　護身

怒り　　　　　　　　攻撃　　　　　　破壊

喜び　　　　　　　　つがいを結ぶ　　生殖

悲しみ　　　　　　　救助を求める　　再結合

主観をデモンストレーションするのが表情

怒り、悲しみ、喜び、恐れ、などの情動を表現する表情はユニバーサル　

情動形成の理論

1、 素朴な考え方

外界からの刺激→知覚→心的体験→身体反応

例：「バンっ」という外界からの刺激→脳で危険を知覚→心的体験として「怖い」と思う→身体的反応（ブルブル震える）

2、 ジェームズ・ランゲ説（末梢起源説）

刺激→知覚→身体的反応→心的体験

例：１、の例で言えばブルブル震えているから私は怖がっているのだと感じるということ。身体反応が心的体験に先立つということ。

例：かわぐちかいじ『ジパング』第九巻119〜122P

米軍が大砲を日本の軍艦に発砲。瀑煙に包まれる。米海軍兵は膝ががくがくしている．心内文：「この攻撃は完璧なはずなのに、私は何を恐れている…？」

恐れ行動が情動に先立っている。ジェームズ・ランゲ説の裏付け。

3、 キャノン・バード説（中枢起源説）

刺激→知覚→身体反応

　　　　　↓

　　　　　心的体験

· 知覚が身体的行動と心的体験の両方を同時に起こす

4、 シャクター説（二要因説）

刺激→知覚→知覚属性→→→　身体反応

　　　　　↓　　　　　　　　↓

　　　　　行動文脈→→→→→心的体験

　　　　　　　　　ラベル付け　

· 身体反応と行動文脈が混ざることによって心的体験ができる

例:女性と一緒のとき、なんらかの原因で汗が出て心拍が速まるといったような交感神経系の活動による覚醒状態が発生したとする。どうしてそういう状態になったのかを考え、それがその女性への恋心によるものと誤って判断してしまったとする。これを錯誤帰属という。生理的な変化が自らの感情を判断するための情報として機能しているわけである（感情の情報機能説）。このような特定感情の発生は、生理的な変化に自分で納得できる感情名称を付与することによるとする説（Ｓ・シャクター説）の中核となる概念である。なお、この説は、「人は泣くから悲しい」とする古典的な情緒の末梢起源説（ジェームズ・ランゲ説）の現代版である。

· 吊り橋効果の例も同様に説明できる

吊り橋の揺れによる危険が心拍数の増加の原因なのに、女性への恋心がそうさせたのだと間違ったラベル付けをしてしまう。

扁桃体…大脳辺縁系にある組織．恐れ情動に関する。
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　　　↑扁桃体

扁桃体を電気刺激→交感神経が活性化

扁桃体を破壊→恐れ行動がなくなる。性行動をいくらでも起こす

親和動機付け

例：子供の甘え行動

親の情動的共感を呼び、親の養育行動を引き起こす

具体例：新生児は自発的微笑を定型的行動として行う。これが大人にも微笑を引き起こし、子育てをしたくなる。

例：新生児模倣

成人のすることを新生児が意図無くまねる。これにより大人が新生児に構ってくれる動機が生まれる。

例：親らしい反応をおこさせる新生児の顔つき

なぜかどの動物も幼児期の顔の方が成体の顔よりもかわいい。

この幼児のかわいさが誘因となって大人が養ってあげたい気持ちになる。

第12回　七月三日　「局在」

心脳問題（決着のつかない深遠な問題）

二元論…脳とは別に心（＝精神）が存在するという考え方。仏のデカルトが唱えた心身二元論。

唯物論…脳活動＝心　外見で把握したものが脳活動で内から見たものが心の活動

· 二元論と唯物論は決着がついていないが、近年の心理学者、特に実験心理学者は唯物論に傾いている。村上氏は自身は実験心理学者の一人であると称していました．

全体論VS局在論

全体論…三次元の脳構造そのものが総体として機能しているという考え方

局在論…機能に応じてモジュールが脳の別々の場所にそれぞれあるという考え方

＊現在では局在論がほぼ優勢

大脳の機能局在

骨相学（19Ｃ）…骨のふくらみやくぼみによって能力と脳の機能の関係を調べた。

例：モラルのある人は頭頂部が膨らんでいることが多いから、頭頂部にはモラルに関係する機能がある。など。間違った仮説だった。

大脳認知神経学（21C）…脳の機能局在が明らかになった

例：脳の後ろ側→視覚機能　脳の横→聴覚機能　脳の前方→考える

脳認知学の方法論

刺激法…電気刺激（電極挿入による）、磁気刺激

破壊法…切除、冷却（一時的に脳の一部を冷却することで機能不全にする）、症例研究

記録法…ニューロン活動記録、脳波計測、脳機能画像法

· これらの方法にはTMSやPETなどの近代医療機器が用いられる

体部位局在

一次体性感覚野…体性感覚の基本的処理

· 体性感覚とは触覚のこと。大脳の中心溝にそって触覚の相当する部分が分布する。

ソマトトピー[image: image9.png]



上図の左の感覚野のように中心溝にそって対応する体部位がある

· 上図からわかるように手や唇の占める面積が広い。このことは二本のペンのペン先をくっつけて手のひらに刺すとペン先が二つあることは容易にわかるが、背中にさした場合は一本か二本かよくわからないことで手の感度のよさが確かめられる。

体性感覚の受容野…脳に電極を刺し、皮膚の一部を刺激して電極に電気が流れる部位を探す。

視野再現

一次視野（脳の後部に局在）…視野の基本的処理

レチノトピー

左上の視野→右下の網膜に投影→右脳の下方に投影

左下の視野→右上の網膜に投影→右脳の上方に投影

このような視覚に置ける脳内地図

物体認識の局在性

側頭連合野…物体認識の高度な処理

複雑な特徴選択性…ある形態的特徴をもつものをみせると反応するニューロンが決まっている。例えば：四角に反応するニューロンが密集しているなど

顔ニューロン…ヒトの顔にばかり反応するニューロンが密集する場所が局在する。

高次元の局在性

言語野…言語の処理　6/19のブローカ野、ウェルニッケ野参照

前頭連合野…「知性」の処理？

ヒトにおいて極端に発達

例：フィアネス・ゲージ氏　ゲージ氏は鉄道敷設工事中の事故で鉄棒が頰骨の下から脳を貫通した。ゲージは前頭野を大きく損傷したが、一命はとりとめた。しかし、ゲージ氏は事故前は責任感が強かったが、事故後はおこりっぽい性格になった。このことから前頭野と知性についての関係が暗示？

第三回の高校生物の知識についてはおおいに省いてますが、過去問を見る限り問題なさそうです。一応別に載せときます。あと第２回目はほとんど心理の歴史の概観という感じなので出ないと思います．

皆さん頑張って。ちなみに村上氏の引用資料一覧です。http://lecture.ecc.u-tokyo.ac.jp/~cikuya/index.html
シケ対　鈴木葵
編集協力　諸鍛治　聡

過去問研究

2006年度夏学期　心理１、村上郁也教員
７月２４日３時限、試験時間9０分
解答用紙：両面１枚、計算用紙０枚、持ち込み不可

以下の問に答えよ。（いずれも文章の長さは問わない。要点を押さえてあればそれぞれ簡潔な数個の文章で終わってもかまわない。）

1.心のはたらきと脳活動との関係を実証的に解明するためにはどうすればよいか。考えられる研究手法を３種類に大別し、それぞれ説明せよ。

2.「部分報告法」とは何か、またそれによって明らかになったことは何か、説明せよ。

3.「ウェーバーの法則」、「フェヒナーの法則」、「スティーヴンスの法則」のうちひとつ選び、(a)法則名を明記して、(b)それを数式にて記述し、(c)その意味するところを言葉で解説せよ。

4.基礎心理学で扱われてきた諸問題の中で、最も興味をもったものをひとつ選び、これまでの研究知見を総括せよ。

はじめに

逆評定に書いてあったように村上郁也の心理Ⅰの試験はとても時間が余るそうです。問題を見てもらってもわかるようにこの問題を90分で解こうと思ったら勉強してきた人には余裕でしょう。しかし、本当にわからないときに文章を長々と書いて文章力でごまかせそうな問題の質でもなさそうです。村上氏は授業を受けた印象ではユーモアの通じそうな人柄なので本当にわからないときは何かおもしろいことを書いて好印象を与えたり、村上氏の授業で面白かったことを書けば少しは点数がもらえるのではないでしょうか？幸い、私のシケプリにはイェルケ・ククやジパング、フィアネスケージ氏の話など、村上氏が授業中話していて面白かった雑談も載せているのでその様なことを書けば授業をあたかもまじめに受けたような印象も与えられよいでしょう。

解答例

１．第十二回「局在」を参照

まず心の働きと脳の働きは同一であるという実験心理学者の中で特に強い考え方である唯物論の知見にたって心の働きと脳活動の関係を調べる。しかも脳の働きは局在していて心の働きに対応する脳の部位があるという考え方を念頭に置く。その上で三つの方法とは刺激法、破壊法、記録法に大別できる。刺激法は電極を脳の特定部位に挿入し電流を流し、どのような情動が起こるか、または過去の記憶が走馬灯のように流れるかなどを実験する電気刺激法や電極の挿入を伴う電気刺激よりも後遺症が少なくてすむ磁気刺激法がある。破壊法は脳の一部を切除したり、脳の一部を冷却することで一時的に機能不全にすることで心的活動で欠けたものを観察する。実験のために脳を破壊したわけでは無いが脳を病気や事故で欠損した症例研究も広義の破壊法である。フィアネス・ケージ氏が前頭野を損傷したことで怒りっぽい性格になったということから前頭野と知性の関係が示唆されることが症例研究の例として挙げられる。三つ目の記録法は脳のニューロンの活動電位が起こっている部位とそのときの情動との関係性を記録したり、脳波計を用いて同様の記録を行う。ほかにはTMSやPETなどの最新の医療機器を用いることである心的活動をしている時としていないときの脳の活発に働いている部位の違いを比べる。この記録法の発達によって特に脳機能局在と心的活動の関係が解明された。

※解答のポイント　村上氏が実験心理学者であるということで冒頭にちらりと実験心理学について触れてみました。フィアネス・ケージ氏の話を織り交ぜ一般的なシケプリでは省かれる授業中の雑談も入れ、授業をライブで聴いてたっぽさをアピールし、印象をよくする。

２．第九回「記憶」を参照

（村上氏に質問にまで行きましたが自信ないです）

部分的報告法は例えば、ランダムに選ばれたアルファベット12文字を3行4列に並べて50ミリ秒だけ提示する。そして、被験者はその刺激を見てすぐに何が提示されていたかを全体報告させると、被験者が正しく報告できた文字は、せいぜい4~5個だったが、「もっと見えていたが報告するうちに忘れてしまった」という報告が多かった。そのことからこの種の記憶の範囲は4~5個ではなくて、もっと多くの情報が保存できているのだが、その保存時間が短いために、報告している間に情報が消滅して行ったのではないかと考えられる。つまり保存しておけないのではなく、報告しきれないと言うことと考えられる。そして、例えば3行4列のアルファベットなら1番上の行だけを報告するように指示すると正答できる。このように提示された文字の一部分だけを報告することを『部分報告法』と呼ぶ。

部分報告法によって明らかになったことは短期記憶の容量は一般的には７±２チャンクであるが数ミリ秒程度は感覚記憶として短期記憶の容量を超えた記憶が保持できるということ。
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３．第四回「測定」を参照
ａ　ウェーバーの法則　

b　弁別閾　ΔI;標準刺激I

　ΔI=KI（K＝定数）

ｃ　標準刺激との違いがヒトの感覚でわかるかわからないかぎりぎりの物理量を弁別閾とする。そして弁別閾をΔ、標準刺激をI、Kを定数とする。例えば標準刺激が五十グラムのとき弁別閾は十五グラムだが、標準刺激が五百グラムのときは弁別閾五十グラムであるというように弁別できる瞬間の重さ÷もともとの重さ＝決まった定数となる。
ａ　フェヒナーの法則

ｂ　ψ＝ｃ×logI
ｃ　ψ＝感覚量とする。感覚量は刺激の対数に比例する。感覚の大きさを2倍にするなら物理的刺激の強度(明るさ・重さ）を2乗すればいい、ということを意味する。
ａ　スティーブンスの法則

ｂ　logψ＝log a＋mlogI 

ｃ　感覚量の対数は刺激強度のべき乗に比例する。これはたとえば明るさなら、「今見ている明かりから10だけ強くしてください」のように提示し、明かりの調整目盛りを回させる「マグニチュード測定法」などといった形で測定して立式した。
４　村上氏的サービス問題だろう。

２００７年度夏学期　心理１、村上郁也教員
予想問題
７月２４日３時限、試験時間9０分
解答用紙：両面１枚、計算用紙０枚、持ち込み不可

以下の問に答えよ。（いずれも文章の長さは問わない。要点を押さえてあればそれぞれ簡潔な数個の文章で終わってもかまわない。）
1.古典的条件付けとオペラント条件付けをそれぞれ説明し、比較せよ。

2.スキーマとは何かを説明した上でわたしたちの生活上どのような働きをするか説明せよ。
3.一般的な情動形成の理論を述べた後、ジェームズ・ランゲ説、キャノン・バード説、シャクター説のうちひとつを選び説明せよ。

4.基礎心理学で扱われてきた諸問題の中で、最も興味をもったものをひとつ選び、これまでの研究知見を総括せよ。
２００７年予想問題解答例

１．第八回「学習」
古典的条件付けとは学習の一形態であり、刺激の対呈示によって刺激間に連合が起こり反応が変容することである。パブロフの条件反射研究が元になっている。たとえば犬にえさを与える刺激を行うと唾液を分泌する。このような生得的な反応は無条件刺激と呼ばれる。一方で犬に照明を見せる刺激を与えても犬は何の反応も無い。しかし、犬にえさを与える際に照明を見せるというようにふたつの刺激を対提示することを繰り返すと、犬は証明を見ただけで唾液を分泌するようになる。このように無条件刺激との対提示により形成された反応を条件反射といいこの刺激を条件刺激という、そしてこうした反射の変容の手続きないし現象を古典的条件付けという。
オペラント条件付けとは、特定の行動に強化子（罰／報酬）を与えることで見られる自発的な行動の変容である。ある行動をすることに対して報酬を与えればその行動が増加するが、ある行動に対して罰を与えればその行動が減少するという行動の変容のことである。
両者を比べると、古典的条件付けは条件反応をただ与えられるという受動的な学習だが、オペラント条件付けでは報酬あるいは罰を受ける／避けるために動物が自発的に行動する、という点で受動的な学習とは異なっていると言える。
2.第六回「認知」
スキーマとは枠組みという意味で、主体が環境との交渉の際に使う事物や事柄についての既有の知識である。スキーマは主体の推論の妨げ（機能的固着）や推論の助け（日常的演繹）になる。推論の妨げとは、ろうそく問題において、マッチの内箱はマッチを入れるためのものだという知識がマッチの内箱をろうそくたてに使うという解法を思いつくことを防ぐように，過去の習慣の再生的応用が生産的問題解決を抑制することである。推論の助けとして既有の知識がその後の展開の予測に役立つことなどを言う。
３．第十一回「情動」
一般的な情動形成の考え方はまず外界からの刺激を知覚し、心的体験が起こり、それに対応した身体反応が起こるというものである。つまり、衝撃音が起こったことを知覚して、恐れを持ち、震えが起こるということである。
ジェームズ・ランゲ説は外界からの刺激を知覚したあとに身体的反応が起こり、心的体験が起こるという説である．つまり悲しいから泣くのではなく、泣くから悲しいということだ。かわぐちかいじの『ジパング』で米海兵が自分の膝が震えていることから自分は恐れていることに気づくシーンがあるように文学作品中にもこの説の裏づけがある。
キャノン・バード説は中枢紀元節とも呼ばれ、刺激を知覚し、身体反応と心的体験が同時に起こるという説である。情動を生起させる刺激は、視床を経由して大脳皮質に達する。その後、大脳皮質に情報を伝達して情動を生起させる。また同時に、末梢器官にも信号を出して生理的反応を引き起こす。通常、末梢器官の変化が緩慢なため、情動が生起した後に、生理的変化が生じる。
シャクター説は二要因説とも呼ばれ刺激を知覚した後、近く属性と行動文脈が同時に生起し、近く属性は身体反応（生理的変化）を引き起こし、行動文脈はその原因をラベル付けされ、両者が心的体験につながるといったものである。ポイントは、緊張・発汗・心拍増加・血圧上昇・手足の振るえなどの生理学的指標そのものが情動の種類を決定するわけではなく、生理学的変化から原因を類推しようとする『原因帰属の認知』が情動の種類や生起を決定するという事にあります。この生理的反応の原因はどういった情動にあるのだろう、今どういった状況に置かれているのだろうという原因帰属の推測によって私たちは特定的な情動体験をしているということ。
４．参考程度の解答例

※村上氏の過去問は本当にわかってないと解けないような問題ばかりなのでかなりまじめに勉強しないといけないです。四番は唯一のサービス問題であり今年も出そうな気がするのであらかじめ準備しておくことをお勧めします。

私は睡眠段階に興味をもった。睡眠段階は四つの段階とレム睡眠に大別され、１から４に推移するにつれ睡眠が深くなり、脳波もゆったりとする。レム睡眠は覚醒時の脳波と変わらず、骨格筋弛緩、急速眼球運動、脳血流増加などの現象がみられる。哺乳類に共通してみられ、この時に夢を見ていることが多い。レム睡眠段階を経ることで学習の定着が見られる。睡眠段階は通常一晩の眠りの中で１,２,３,４,レムが順に繰り返されるが、睡眠段階が調節できない病気もある。それをナルコレプシーといい発作的に入眠してしまう。望月峯太郎の『ドラゴンヘッド』という漫画中の瀬戸アコというキャラクターが急に眠りたくないのに寝てしまうというくせがあったが、彼女はナルコレプシーだったのかと納得がいった。一般への知名度が低いうえ、専門医が非常に少ないため、罹患者に対する正しい診断・治療が受けられないことや、まわりの人間からの理解が得られにくいなど、罹患者には大きな負担がかかっているのが現状であるそうだ。
以下に村上氏が作成した認知脳科学の２００６年の過去問もあげておく。認知脳科学と心理１はかなり授業内容がかぶっているらしい。
以下の問いに答えよ。（いずれも文章の長さは問わない。要点を押さえてあればそれぞれ簡潔な数個の文章で終わってもかまわない。）

１．知覚における「恒常性」とは何か。また、それはどのように役立っているのか。二つ以上の例を挙げながら説明せよ。

２．霊長類の視覚神経系のうち、両眼網膜の網膜神経節細胞から大脳両半球の一次視覚野にいたるまでの神経連絡を図解によって明らかにせよ。また、そのような神経連絡の特性を奥行き知覚の観点から論ぜよ。

３．以下のキーワードをすべて用いて、認知脳科学に関する小文を作れ。なお、各キーワードの初出時に下線を付すこと。

受容野　側抑制　同時対比　コントラスト
４．日常の知覚体験を出発点として、脳の視覚情報処理の一側面について問題提起し、自由に考察して書け。

解説（認知脳科学のシケタイによる）　他クラの引用
１．ドアが開くとき、目にはドアの形が変わったように見えるが、ドアの形は変化しないという仮定を置いて認識するから、ドアの角度が変わったと認識する。この時のドアに対する仮定、とかそんなこと書けば・・・

２．自分の中で過去最難問。重要なのは右目の情報が左脳へ、左目の情報が右脳へ行くこと。具体例は両眼視差か？

３．網膜では側抑制という働きがあり、受容野内のコントラストを同時対比して強調する、とか云々。

４．なんか色々書けば・・自分は「幽霊の知覚とトップダウン認知」とかそんなこと書いた気がする。

心理テストに生かすための解説

· １と２は心理のテストで出てもおかしくないです。だから恒常化（第五回）と一次視覚野（第十二回、三回）はチェックです。
· 恒常化；もののおおきさ、形は不変であると解釈する例えば立方体の角度を変えた絵を見せると、立方体が変形したのではなく、立方体が回転したのだと考える。
· 一次視野（脳の後部に局在）は視野の基本的処理を行う。
左上の視野→右下の網膜に投影→右脳の下方に投影

左下の視野→右上の網膜に投影→右脳の上方に投影
※上の他クラの解説は間違っている。

右眼は左脳に、左眼は右脳に対応…ではない！！！

　両眼それぞれの視野の左側が右脳、右側が左脳に対応する。

私の予想では第二講はでません。だって問題の作りようが無いから。過去問では１２，９，４講が出たように村上氏はばらつかせて出題してるようです。
心理１は本当に心理の基礎の基礎を習っているようで、説明が足りなくてわからない用語はグーグルで検索するとたくさん出ます。わたしもかなりひきました。

では試験がんばりましょう！
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